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衆
議
院
議
員
高
井
美
穂
君
提
出
国
立
病
院
に
お
け
る
向
精
神
薬
ジ
プ
レ
キ
サ
の
過
剰
投
与
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
再
度
確
認
し
た
限
り
で
は
、
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
武
蔵
病
院
（
以
下
「
武
蔵
病
院
」
と
い

う
。
）
に
お
け
る
ジ
プ
レ
キ
サ
の
投
与
に
係
る
診
療
報
酬
の
請
求
の
う
ち
、
平
成
十
九
年
度
に
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
及
び
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
以
下
「
支
払
基
金
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
医
学
的
に
適
応
と
認
め
ら
れ
な

い
も
の
」
等
の
理
由
に
よ
り
、
減
額
査
定
が
行
わ
れ
た
も
の
の
件
数
は
四
十
件
で
あ
り
、
当
該
減
額
査
定
に
よ
り
減
額
さ
れ

た
金
額
は
約
八
十
五
万
円
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
二
日
の
高
井
美
穂
議
員
事
務
所
か
ら
武
蔵
病
院
に
お
け
る
ジ
プ
レ
キ
サ
の

過
剰
投
与
に
関
す
る
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
事
実
関
係
を
調
査
し
、
把
握
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
支
払
基
金
等
か
ら
武
蔵
病
院
に
通
知
さ
れ
た
文
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
一
に
つ
い
て
で
お
答

一



え
し
た
四
十
件
の
う
ち
、
「
医
学
的
に
適
応
と
認
め
ら
れ
な
い
も
の
」
と
さ
れ
た
も
の
が
四
件
、
「
医
学
的
に
過
剰
・
重
複

と
認
め
ら
れ
る
も
の
」
と
さ
れ
た
も
の
が
三
十
六
件
あ
っ
た
。

ま
た
、
ジ
プ
レ
キ
サ
の
投
与
の
量
に
つ
い
て
は
、
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
上
の
承
認
を
受
け
た

用
法
・
用
量
に
お
い
て
一
日
当
た
り
二
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超
え
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
一
日
当
た
り
四
十
ミ
リ

グ
ラ
ム
処
方
し
た
た
め
一
日
当
た
り
二
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
分
に
つ
き
診
療
報
酬
の
請
求
が
減
額
査
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
が
二
十
一
件
、
一
日
当
た
り
三
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
処
方
し
た
た
め
一
日
当
た
り
十
ミ
リ
グ
ラ
ム
分
に
つ
き
診
療
報
酬
の
請
求

が
減
額
査
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
七
件
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
薬
事
法
上
の
承
認
を
受
け
た
用
法
・
用
量
の
範
囲

内
で
あ
っ
た
も
の
の
、
一
回
の
処
方
当
た
り
の
投
与
回
数
が
過
剰
と
判
断
さ
れ
た
た
め
、
診
療
報
酬
の
請
求
の
一
部
が
減
額

査
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
八
件
あ
っ
た
。

お
尋
ね
の
ジ
プ
レ
キ
サ
に
係
る
副
作
用
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
膨
大
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
実
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
当
該
事
実
に
関
す
る
報
道
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
承
知
し

二



て
い
な
い
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
武
蔵
病
院
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
現
時
点
に
お
い
て
は
、
お
尋
ね
の
「
オ
フ
ラ
ベ
ル
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
」
が
行
わ
れ
た
事
実
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
ジ
プ
レ
キ
サ
の
添
付
文
書
の
使
用
上
の
注
意
（
以
下
単
に
「
使
用
上
の
注
意
」
と
い
う
。
）
の
警
告
の
項
目
に

は
、
「
著
し
い
血
糖
値
の
上
昇
か
ら
、
糖
尿
病
性
ケ
ト
ア
シ
ド
ー
シ
ス
、
糖
尿
病
性
昏
睡
等
の
重
大
な
副
作
用
が
発
現
し
、

死
亡
に
至
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
本
剤
投
与
中
は
、
血
糖
値
の
測
定
等
の
観
察
を
十
分
に
行
う
こ
と
。
」
及
び
「
投
与
に
あ

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
上
記
副
作
用
が
発
現
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
、
患
者
及
び
そ
の
家
族
に
十
分
に
説
明
し
、
口
渇
、

多
飲
、
多
尿
、
頻
尿
等
の
異
常
に
注
意
し
、
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
投
与
を
中
断
し
、
医
師

の
診
察
を
受
け
る
よ
う
、
指
導
す
る
こ
と
。
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

ま
た
、
使
用
上
の
注
意
の
禁
忌
（
次
の
患
者
に
は
投
与
し
な
い
こ
と
）
の
項
目
に
は
、
「
昏
睡
状
態
の
患
者
」
、
「
バ
ル

ビ
ツ
ー
ル
酸
誘
導
体
等
の
中
枢
神
経
抑
制
剤
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
患
者
」
、
「
本
剤
の
成
分
に
対
し
過
敏
症
の
既
往
歴
の

あ
る
患
者
」
、
「
エ
ピ
ネ
フ
リ
ン
を
投
与
中
の
患
者
」
及
び
「
糖
尿
病
の
患
者
、
糖
尿
病
の
既
往
歴
の
あ
る
患
者
」
と
の
記

三



載
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
使
用
上
の
注
意
の
過
量
投
与
の
項
目
に
は
、
そ
の
徴
候
及
び
症
状
と
し
て
、
「
頻
脈
」
、
「
激
越
／
攻
撃
性
」
、

「
構
語
障
害
」
、
「
種
々
の
錐
体
外
路
症
状
」
、
「
鎮
静
か
ら
昏
睡
に
至
る
意
識
障
害
」
、
「
譫
妄
」
、
「
痙
攣
」
、
「
悪

性
症
候
群
様
症
状
」
、
「
呼
吸
抑
制
」
、
「
吸
引
」
、
「
高
血
圧
あ
る
い
は
低
血
圧
」
、
「
不
整
脈
」
及
び
「
心
肺
停
止
」

と
の
記
載
が
あ
り
、
薬
事
法
に
基
づ
く
副
作
用
報
告
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
過
量
投
与
に
よ
り
、
頻
脈
等
の
徴
候
及
び
症

状
が
あ
ら
わ
れ
た
疑
い
が
あ
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

薬
事
法
上
の
承
認
を
受
け
た
効
能
・
効
果
、
用
法
・
用
量
等
以
外
の
医
薬
品
の
使
用
（
以
下
「
適
応
外
使
用
」
と
い
う
。

）
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
医
師
の
判
断
に
よ
り
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
医
師
は
、
患
者

に
適
切
な
説
明
を
行
い
、
患
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
た
上
で
、
患
者
の
状
態
、
現
在
得
ら
れ
て
い
る
医
学
的
知
見
等
を

踏
ま
え
た
専
門
的
な
判
断
に
よ
り
、
個
々
の
事
例
に
則
し
て
適
切
に
適
応
外
使
用
を
行
う
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な

お
、
適
応
外
使
用
が
行
わ
れ
た
医
薬
品
は
、
原
則
と
し
て
、
医
療
保
険
の
給
付
対
象
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

四



厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
医
薬
品
の
副
作
用
報
告
制
度
に
お
い
て
企
業
等
か
ら
の
副
作
用
に
係
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及

び
調
査
を
行
う
中
で
、
ジ
プ
レ
キ
サ
の
オ
フ
ラ
ベ
ル
使
用
の
状
況
に
つ
い
て
も
把
握
し
、
必
要
に
応
じ
、
安
全
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
た
い
。

五


